
■SPIRALとKu-Chi-Koの連携⼿順
①SPIRAL管理画⾯にログインし、メールマガジンアプリを作成します。

[テンプレートから選ぶ]をクリックします。

「メールマガジン（WEB登録／パスワード不要）」の[選択]をクリックします。
以降は、画⾯の指⽰に従い、DB設定などを⾏って下さい。
※詳細はスパイラルサポートサイトをご参考下さい。

https://support.spiral-place.com/function/158

「＋」をクリックします
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上記が表⽰されれば、アプリの作成は完了です。
[⼀覧へ戻る]をクリックします。

②トークンを作成します。

[トークン発⾏]をクリックします。

任意の[タイトル]を⼊⼒し、[発⾏する]をクリックします。
ポップアップで「APIトークンの設定を保存します。よろしいですか？」と表⽰されるので、[OK]をクリックします。
※[APIタイプ制限]と[IPアドレス制限]は "制限しない" を選択して下さい。

上記が表⽰されれば、トークンの作成は完了です。
[⼀覧へ戻る]をクリックします。

[開発]⇒[スパイラルAPI]を
クリックします
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③Ku-Chi-Koの案件のSPIRAL設定を⾏います。

アフィリエイトセンター管理画⾯の[案件管理]より、SPIRALとの連携を⾏う案件の[編集]をクリックし、案件編集画⾯を開きます。
案件編集画⾯の左部のメニューより、[メールスタンド連携]をクリックします。

②で作成したトークンの[APIトークン]と[APIトークンシークレット]を、Ku-Chi-Koの案件に設定します。
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SPIRAL管理画⾯にて、②で作成したトークンの設定画⾯を開きます。

②で作成したトークンの[APIリクエスト先]を、Ku-Chi-Koの案件に設定します。

SPIRAL管理画⾯の[アプリ]をクリックし、①で作成したメルマガアプリのアプリ設定画⾯を開きます。

[設定]をクリックします

ここの⽂⾔をクリックします
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DB設定画⾯を開きます。

DBの[タイトル]を、Ku-Chi-Koの案件の[連携先DB名(タイトル)]に設定します。

[内容を確認する]をクリック⇒[この内容で登録する]をクリックして、SPIRAL連携の設定を登録します。

これで設定は完了です。この案件がオプトインされると、メールアドレスがSPIRALにも登録されます。

ここの⽂⾔をクリックします

5



④登録されたメールアドレスのSPIRALでの確認⽅法

DB設定画⾯の[データ操作(DBオペレーション)]をクリックします。

検索条件を指定して、[検索]をクリックします。
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[検索する]をクリックします。

登録されたメールアドレスの⼀覧が表⽰されます。

※メールアドレス以外の項⽬を連携させたい場合は、DBのフィールドを追加し、差替キーワードを設定することで、連携が⾏えます。
 連携可能な項⽬は以下の通りです。
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